
統計予測とAI融合の補修優先順位技術を開発します We develop priority-setting technologies integrating statistical prediction and AI.
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ハイブリッド手法構築と劣化要因分析の高度化を目指します We aim to advance hybrid modeling and deterioration factor analysis.
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群マネへの展開を進めています We aim to advance hybrid modeling and deterioration factor analysis.
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図1 補修優先順位決定のフロー 図2 撤去したRC床版のひび割れ等の損傷図の例

主たる研究担当者1　三木 朋広　（神戸大学）
主たる研究担当者2　貝戸 清之　（大阪大学）
主たる研究担当者3　笹井 晃太郎（大阪大学）

スマートインフラによる 魅力的な国土・都市・地域づくり

橋　 梁（トンネル）マネジメント

　

　

  　  

参画機関

協力機関

問い合わせ先

詳細リンク

神戸大学、大阪大学

なし

　

Bridge (Tunnel) Management.

神戸大学：TEL　078-803-6094　Mail　mikitomo@port.kobe-u.ac.jp
大阪大学：TEL　06-6879-4325　Mail　inf-mngt-lab-jimu@civil.eng.osaka-u.ac.jp

神戸大学：https://www.research.kobe-u.ac.jp/eng-concrete/research.html
大阪大学：https://sirc.eng.osaka-u.ac.jp/

サブ
課題

地方整備局、高速道路管理会社、建設コンサルタント向け
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路面画像融合による劣化把握技術を開発します We develop degradation detection via integrated pavement imaging.
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地域環境・材料条件を踏まえた高速道路舗装の設計厚の提案を目指します
We aim to propose optimal design thicknesses for expressway pavements based on regional environmental and material conditions.
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インフラ間の相互依存関係を考慮したネットワークレベルの最適マネジメント計画を導出します
We will derive an optimal network-level management plan that accounts for interdependencies among infrastructures.
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Pavement Management.

主たる研究担当者1　長山 智則　（東京大学）
主たる研究担当者2　貝戸 清之　（大阪大学）
主たる研究担当者3　水谷 大二郎（東北大学）　

スマートインフラによる 魅力的な国土・都市・地域づくり

舗　 装マネジメント

参画機関

協力機関

問い合わせ先

詳細リンク

東京大学、大阪大学、東北大学

大阪大学：NEXCO西日本高速道路学共同研究講座

東京大学：TEL　03-5841-6098　Mail　nagayama@bridge.t.u-tokyo.ac.jp
大阪大学：TEL　06-6879-4325　Mail　inf-mngt-lab-jimu@civil.eng.osaka-u.ac.jp
東北大学：TEL　022-795-7419　Mail　daijiro.mizutani.a5@tohoku.ac.jp

東京大学：https://bridge.t.u-tokyo.ac.jp/　大阪大学：https://sirc.eng.osaka-u.ac.jp/

サブ
課題

地方整備局、地方自治体、道路管理会社向け
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斜面防災技術の高度化に関する研究開発に取り組みます
We are engaged in research and development to advance slope disaster prevention technologies.
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常時監視システムや崩壊予測モデルの開発を実施しています
We are developing continuous monitoring systems and slope failure prediction models.
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NEXCO西日本管内や自治体への展開を推進しています
We are promoting its deployment within the NEXCOWest service area and to local governments.
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図1 newron ®イメージ図

図2 航空LPデータを用いた崩壊予測
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主たる研究担当者1　貝戸 清之（大阪大学）　　
主たる研究担当者2　小濵 健吾（高知工科大学）

スマートインフラによる 魅力的な国土・都市・地域づくり

　 面・法面マネジメント斜

参画機関

協力機関

問い合わせ先

詳細リンク

大阪大学、高知工科大学

NEXCO西日本高速道路学共同研究講座、NEXCO西日本イノベーションズ（株）

Slopes and Slope Management.

大阪大学　　 ： TEL　06-6879-4325　Mail　inf-mngt-lab-jimu@civil.eng.osaka-u.ac.jp
高知工科大学 ： TEL　088-854-4281　Mail　obama.kengo@kochi-tech.ac.jp

大阪大学：https://sirc.eng.osaka-u.ac.jp/

サブ
課題

高速道路管理会社、地方自治体向け
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劣化予測とロジックモデル統合の意思決定技術を開発します
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欠損履歴補正と空間マッピング連携による予測精度向上を目指します
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EBPMに基づく道路陥没リスク低減施策の高度化に取り組みます
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図1 取付管維持管理施策のロジックモデル

図5 残存時間の予測結果：リスクマップ
図4 !"#$%Z-&''()*+,fiac\
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We develop integrated logic-model and deterioration-based decision 
technologies.

We aim to improve prediction accuracy via missing-record 
correction and spatial mapping.

We achieved implementation readiness through urban partnerships 
and social acceptance.

図2 取付管の期待劣化パス
図3 メッシュ単位の調査優先度

主たる研究担当者1　貝戸 清之　（大阪大学）
主たる研究担当者2　織田澤 利守（神戸大学）
主たる研究担当者3　松島 格也　（京都大学）

スマートインフラによる 魅力的な国土・都市・地域づくり

　 水道マネジメント下

参画機関

協力機関

問い合わせ先

詳細リンク

大阪大学、神戸大学、京都大学

大阪市建設局、クリアウォーター OSAKA（株）

Sewerage Management.

大阪大学：TEL　06-6879-4325　Mail　inf-mngt-lab-jimu@civil.eng.osaka-u.ac.jp
神戸大学：TEL　078-803-6006　Mail　ota@opal.kobe-u.ac.jp
京都大学：TEL　0774-38-4183　Mail　matsushima.kakuya.7u@kyoto-u.ac.jp

大阪大学：https://sirc.eng.osaka-u.ac.jp/

サブ
課題

地方自治体、建設コンサルタント向け
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EBPMを用いた地域道路の維持管理手法を構築します Establish a regional road maintenance and management method utilizing EBPM．
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路線重要度評価と舗装健全性将来予測の高度化を目指します
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社会実装を拡大し普及促進体制を構築しました Expanded implementation and established a promotion framework.
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Aim to improve route importance evaluation and pavement condition 
forecasting.

主たる研究担当者1　楠葉  貞治（東北大学）
主たる研究担当者2　藤田 直之（（株）en）

スマートインフラによる 魅力的な国土・都市・地域づくり

E　 BPMモデルの設計・構築・社会実装

参画機関

協力機関

問い合わせ先

詳細リンク

東北大学インフラ・マネジメント研究センター（IMC）、（株）en

ニチレキ（株）

Design, Construction, and Social Implementation of EBPM Models.

サブ
課題

地方自治体向け

TEL　022-721-5503　Mail　inquiry-imc@grp.tohoku.ac.jp

https://www.pwri.go.jp/jpn/research/sip/index.html
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EBPM普及に向けた研修プログラムの開発 Development of the EBPM Learning and Practice Community Program.
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研修実施によりEBPMの普及を目指します We aim to promote EBPM through the program implementation.
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自治体・企業連携拡大と人材育成基盤強化を達成しました
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図1 EBPM研修受講者向けのオンラインコミュニティ
（研修の演習プログラム等の共有、質問・意見交換が可能）

図2 成果の社会実装のための活動について（研修後にオンラインコミュニティを開設、教材や参加者同士の意見交換の場を提供）

We achieved stronger stakeholder collaboration and human resource
development framework.

主たる研究担当者1　楠葉  貞治（東北大学）
主たる研究担当者2　藤田 直之（（株）en）

スマートインフラによる 魅力的な国土・都市・地域づくり

E　 BPM活用のための人材育成と活躍支援

　

　

  　  

参画機関

協力機関

問い合わせ先

詳細リンク

（株）en、東北大学インフラ・マネジメント研究センター（IMC）

ニチレキ（株）

　

Developing and Supporting Human Resources for EBPM Utilization.

サブ
課題

地方自治体向け
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多変量データ統合のEBPM支援基盤を開発します We develop a multi-data integrated platform for EBPM support.
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AI予測と可視化機能を連動させた分析環境の高度化を目指します
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自治体連携強化と社会実装に向けた普及体制を達成しました
`a`bcG%&+,-“Ü3ë∂./D90ø14j'Ò'()234*564]:&789Ç7:H;<:*=<>4?^
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We aim to enhance the analytics environment by linking AI 
prediction and visualization.

We achieved stronger municipal collaboration and implementation 
readiness.

主たる研究担当者1　藤田 直之（（株）en）
主たる研究担当者2　楠葉 貞治（東北大学）

スマートインフラによる 魅力的な国土・都市・地域づくり

　 SによるAI-modelの構築と効果測定D

　

　

  　  

参画機関

協力機関

問い合わせ先

詳細リンク

東北大学インフラ・マネジメント研究センター（IMC）、（株）en

ニチレキ（株）

　

Building an AI Model Using DS and Measuring its Effectiveness.

サブ
課題

TEL　022-721-5503　Mail　inquiry-imc@grp.tohoku.ac.jp
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道路の被災リスク評価と啓開計画の支援技術を開発します Develop a support tools for assessing road damage risks and planning clearance.
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道路ネットワークの脆弱性評価と優先度設定の高度化を目指します
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自治体実装と維持管理!"連携による運用ツールを整備しました Set up a disaster response framework by integrating maintenance DX.
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Aim to improve road network vulnerability assessment and 
prioritization models.

災 害データとの連携による道路ネットワークの
　　災害時と平常時対応の最適化

主たる研究担当者1　吉田 博之（（株）IML）　　　　　   
主たる研究担当者2　平林 恒治（福井コンピュータ（株））
主たる研究担当者2　楠葉 貞治（東北大学）　

スマートインフラによる 魅力的な国土・都市・地域づくり

　

　

  　  

参画機関

協力機関

問い合わせ先

詳細リンク

（株）ＩＭＬ、福井コンピュータ（株）、東北大学大学院インフラ・マネジメント研究センター

ニチレキ（株）、西部マリン・サービス（株）

　

Optimizing Road Network Responses During Disasters and Normal Times by Linking with Disaster Data.

サブ
課題

TEL　022-721-5503　Mail　inquiry-imc@grp.tohoku.ac.jp

https://www.pwri.go.jp/jpn/research/sip/index.html
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信頼性指標を用いた補修優先度決定技術を開発します We develop maintenance priority-setting using reliability indices.
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劣化モデル・作用モデル統合と補修期限算定高度化を目指します
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自治体連携強化と国際展開準備により社会実装体制を達成しました
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図1 信頼性指標を用いた補修・補強の時期の決定

図2 劣化モデルと作用モデルの構築 写真2 国際ワークショップの開催（ルーマニア）

性能 ! 
信頼性指標 

（非超過確率％） 
補 修 

信頼性設計に基づく余寿命予
測により、合理的な維持管理
計画を支援する 

管理区分Ａ Ｄ毎に異な
る管理水準（!t）を設定 

これまでの劣化過程の縦軸は
健全度なる定性的評価ランク 
（目盛間隔など不定な縦軸） 

管理水準（!t）の上回り
方も管理区分ごとに設定 

健全度 

何もしない 

すぐ直す 

早く直す 

いつ直す?? 

写真1 平井知事への説明（新聞記事）

We aim to enhance integrated deterioration modeling and repair 
deadline estimation.

We achieved implementation readiness through municipal 
partnerships and international expansion.

頼性指標を用いた地域橋梁群の
維持管理支援システムの構築

主たる研究担当者1　若原 敏裕（（株）大崎総合研究所）
主たる研究担当者2　黒田 保　（鳥取大学）
主たる研究担当者3　丸山 明　（（株）アイ・エス・エス）

信

スマートインフラによる 魅力的な国土・都市・地域づくり

参画機関

協力機関

問い合わせ先

詳細リンク

（株）大崎総合研究所、鳥取大学、（株）アイ・エス・エス

なし

Development of a Regional Bridge Maintenance Support System Using Reliability Indices.

サブ
課題

TEL　03-3508-8011　Mail　wakahara＠ohsaki.co.jp

https://www.pwri.go.jp/jpn/research/sip/index.html
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社会実装の拠点と制度設計の推進体制を構築します We will establish a base for social implementation.
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社会実装のための資格制度を創設します We will establish a qualification system for social implementation.
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社会実装を担う地方創生ラボの設立準備を進めます We are preparing to establish the Regional Revitalization Lab.
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図3 橋梁群マネジメントシステムの実装における地方創生ラボの関与のイメージ

図1 地方創生ラボの機能

図2 とっとり道守養成講座

図4 鳥取大学地方創生オープンラボ

鳥 取大学地方創生ラボによる研究成果の
　　　社会実装・政策展開

主たる研究担当者1　黒田 保　（鳥取大学）　　　
主たる研究担当者2　若原 敏裕（（株）大崎総合研究所）
主たる研究担当者3　丸山 明　（（株）アイ・エス・エス）

スマートインフラによる 魅力的な国土・都市・地域づくり

参画機関

協力機関

問い合わせ先

詳細リンク

鳥取大学、（株）大崎総合研究所、（株）アイ・エス・エス

なし

Social Implementation and Policy Development of Research Results from the Tottori 
University Regional Revitalization Lab.

サブ
課題

TEL　03-6408-6195　Mail　a_maruyama@issinc.co.jp

https://www.pwri.go.jp/jpn/research/sip/index.html
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図1-1 ミッション
レジリエントでサステナブルな未来

図1-2 ビジョン
道路ネットワークの予算最適投資サイクルの確立

図1-3 ストラテジー
上流・下流２-P/Fの業務PDCAによる改善高度化

EBPMによる維持管理政策立案に資する仕組みを開発します
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２つのプラットフォーム統合による戦略的維持管理を実現します
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維持管理戦略を空間/時間の両面で有機的に結合します
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図2 PA-P/Fの一部
管理区分A～Dの考え方と鳥取県の結果

図3 ID-P/Fの一部
橋梁メンテナンス情報を一元化したデータベース

We will develop a mechanism for maintenance and management policy 
formulation with EBPM.

We will achieve strategic maintenance and management by 
integration of two platforms

We will integrate maintenance strategies organically across both spatial/temporal 
dimensions

E BPMに基づく地域橋梁群のマネジメントシステムの構築
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